
概

  □ その他
今後の

施

方向性 □ 縮小　■ 

策

改善
（改善措置等）□

名

 休止　□ 終了
計画

生

対象 ■ 実施計画査定

涯

対象  □ 行政改革

学

対象 
□ 廃止　　　

習

　 

※決算額について

・

は、端数処理により、

青

他資料の決算額と差異

少

が生じている場合もあ

年

ります。

基本目標 未来につなぐ

No

人

. 事務事業名 活動内容

材

コスト（事業費：千円

を

）

中郷文化プラザ管理

育

事業 令和　４年度 令和

む

　５年度 令和　５年度

ま

令和　６年度 令和　４

ち

年度 令和　５年度 令和

要

　５年度 令和　６年度

施

活動指標名 単位
実績 計

策

画 実績 計画 決算 当初予

の

算 決算 当初予算
全体事

目

業概要
①

利用者数 人 2

的

0,186 20,00

誰

0 20,771 20,

も

000
平成8年に公民

が

館及び市民サービスコ

生

ーナー、図書館
分館の

涯

複合施設として開館し

を

、中郷地区の生涯学習

通

並 31,221 24,

じ

139 23,334 2

て

5,771
びに地域コ

、

ミュニティーの拠点と

い

して機能するよう適
②

つ

貸出回数 回 1,769

で

1,700 1,778

も

1,700
切に施設の

、

維持管理を行う。

令和

ど

　７年度の優先度

③2

こ

　□ Ａ　　　 □ 

で

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

も

　 □ Ｄ　

利用者数

自

も貸出回数は計画を上

由

回った。
■ 計画どお

に

り   
令和　５年度

学

□ 遅延      

び

   
の評価

□ 進展

、

なし     

□ 維

そ

持　■ 拡大 新型コロ

の

ナウイルス感染状況を

成

注視しつつ、工夫して

果

より魅力的な事業を開

を

催していく。
事業区分

生

□ 自治事務   □

か

 法定受託   □ 

す

その他
今後の方向性 □

こ

 縮小　□ 改善
（改

と

善措置等）□ 休止　

が

□ 終了
計画対象 □ 

で

実施計画査定対象  

き

□ 行政改革対象 
□

る

 廃止　　　　 

環境と、青少年が健やかに育つ環境を整えること。

施策の方向 学習環境の整備・充実

包括管理委託の導入により施設管理及び修繕が的確に行われるようになった。
■ 計画どおり   

令和　５年度 空調の故障により施設運営に影響がみられたため、今後は計画的なメンテナンスに努める。
□ 遅延         

の評価 　
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 各施設が建設から数十年が経過し老朽化による設備の修繕が多くなっているため、大規模改修や空調整備を計画的に行っていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　  

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

1 頁

No. 事務事

令

業名 活動内容 コスト（

和

事業費：千円）

公民館

 

補修整備事業 令和　４

5

年度 令和　５年度 令和

年

　５年度 令和　６年度

度

令和　４年度 令和　５

　

年度 令和　５年度 令和

　

　６年度
活動指標名 単

事

位
実績 計画 実績 計画 決

務

算 当初予算 決算 当初予

事

算
全体事業概要

①
補修

業

整備計画件数 件 1 0 3

評

2
いつでも、どこでも

価

学べる機会づくりを提

表

供する公民
館として、

（

計画的に整備を進めて

個

いく。 528 3,50

票

0 30,008 28,

）

949

②
補修整備執行

課

率 ％ 100 0 100 1

名

00

令和　７年度の優

教

先度

③1 　□ Ａ　　

育

　 □ Ｂ　　　 □

推

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

進

１件は当初予算確保の

部

上補修したものだが、

生

もう２件は緊急修繕と

涯

して対応したものであ

学

り前から修繕が必要で

習

■ 計画どおり   

課

令和　５年度 あること

作

が判明していた箇所な

成

ので、できるだけ計画

日

修繕として事前に予算

令

を確保していきたい。

和

□ 遅延      

　

   
の評価

□ 進展

６

なし     

□ 維

年

持　□ 拡大 利用者の

　

安全と利便性を考慮し

８

計画的に修繕を行うと

月

共に、危険な箇所には

　

迅速に対応していく。

１

事業区分 □ 自治事務

日

   □ 法定受託 



概

の拠点として、施設使

施

用団体、公民館学級、

策

□ 遅延      

名

   
の評価 教室でそ

生

れぞれ活発な活動を行

涯

えるよう施設運営を進

学

めた。
□ 進展なし 

習

    

■ 維持　□

・

 拡大 地域における生

青

涯学習の推進及び、地

少

域の公民館として地域

年

住民とのつながりを深

基

めるよう、より良い施

本

設運営
事業区分 □ 自

目

治事務   □ 法定

標

受託   □ その他

未

今後の方向性 □ 縮小

来

　□ 改善 を進めてい

に

く。
（改善措置等）□

つ

 休止　□ 終了
計画

な

対象 □ 実施計画査定

ぐ

対象  □ 行政改革

人

対象 
□ 廃止　　　

材

　 

※決算額について

を

は、端数処理により、

育

他資料の決算額と差異

む

が生じている場合もあ

ま

ります。

ち

要 施策の目的 誰もが

No

生

. 事務事業名 活動内容

涯

コスト（事業費：千円

を

）

箱根の里施設補修整

通

備事業 令和　４年度 令

じ

和　５年度 令和　５年

て

度 令和　６年度 令和　

、

４年度 令和　５年度 令

い

和　５年度 令和　６年

つ

度
活動指標名 単位

実績

で

計画 実績 計画 決算 当初

も

予算 決算 当初予算
全体

、

事業概要
①

箱根の里の

ど

修繕件数 件 8 5 １ 5
自

こ

然体験、集団研修の場

で

である青少年教育施設

も

として
、開設以来30

自

年以上経過するなかで

由

、自然の家やキャ 1,

に

419 201 1,18

学

2 208
ンプ場施設が

び

老朽化による補修箇所

、

が多数あるため、
②

箱

そ

根の里の施設整備件数

の

件 0 1 0 1
新年度にて

成

実施し将来的に重大な

果

不具合が生じないよ
う

を

安心、安全な施設を維

生

持・管理するため補修

か

修繕を 令和　７年度の

す

優先度
行う。

③
箱根の

こ

里の備品購入件数 件 0

と

1 0 0
4 　□ Ａ　　

が

　 □ Ｂ　　　 □

で

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

き

包括管理業務受託者と

る

協議し、重大な不具合

環

が生じないよう、順序

境

立てたうえで修繕を行

と

った
■ 計画どおり 

、

  
令和　５年度 また

青

、不足の事態について

少

は、日常点検業者との

年

連携により速やかに復

が

することができた。
□

健

 遅延       

や

  
の評価

□ 進展な

か

し     

□ 維持

に

　□ 拡大 施設使用者

育

に対し安心安全なサー

つ

ビスを提供するため、

環

施設に支障が発生した

境

場合は、随時対応をし

を

ていく。
事業区分 □ 

整

自治事務   □ 法

え

定受託   □ その

る

他
今後の方向性 ■ 縮

こ

小　□ 改善
（改善措

と

置等）□ 休止　□ 

。

終了
計画対象 □ 実施

施

計画査定対象  □ 

策

行政改革対象 
□ 廃

の

止　　　　 

方向 学習環境の整備・充実

包括管理委託の導入により施設管理及び修繕が的確に行われるようになった。
■ 計画どおり   

令和　５年度 空調の故障により施設運営に影響がみられたため、今後は計画的なメンテナンスに努める。
□ 遅延         

の評価 　
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 各施設が建設から数十年が経過し老朽化による設備の修繕が多くなっているため、大規模改修や空調整備を計画的に行っていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　  

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

2 頁

No. 事務事

令

業名 活動内容 コスト（

和

事業費：千円）

北上文

 

化プラザ管理事業 令和

5

　４年度 令和　５年度

年

令和　５年度 令和　６

度

年度 令和　４年度 令和

　

　５年度 令和　５年度

　

令和　６年度
活動指標

事

名 単位
実績 計画 実績 計

務

画 決算 当初予算 決算 当

事

初予算
全体事業概要

①

業

北上公民館利用者数 人

評

31,176 32,0

価

00 33,501 32

表

,000
平成19年に

（

公民館と市民サービス

個

コーナーの機能を持
つ

票

複合施設として開館し

）

、北上地域の生涯学習

課

ならび 25,592 2

名

2,484 22,09

教

9 24,474
に地域

育

コミュニティづくりの

推

拠点として、施設使用

進

団
②

施設貸出回数 回 2

部

,772 2,000 2

生

,554 2,500
体

涯

、公民館学級、教室で

学

それぞれ活発な活動を

習

行う。
また、証明書発

課

行などの市役所機能の

作

一部を担う。 令和　７

成

年度の優先度

③3 　□

日

 Ａ　　　 □ Ｂ　

令

　　 □ Ｃ　　　 

和

□ Ｄ　

新型コロナウ

　

イルス感染症が５類に

６

なり、人数制限を撤廃

年

して運営できたことに

　

より、利用者数が当初

８

計画より
■ 計画どお

月

り   
令和　５年度

　

増となった。北上地域

１

の生涯学習ならびに地

日

域コミュニティづくり



概

年度 の利用者数につい

施

ては未達成となった。

策

しかし、利用者数につ

名

いては、新型コロナウ

生

イルスの感染状況が落

涯

ち着
□ 遅延    

学

     
の評価 いた

習

ことにより回復傾向に

・

あるとみられる。
□ 

青

進展なし     

■

少

 維持　□ 拡大 令和

年

５年度より導入された

基

包括管理委託業務に伴

本

い、特に当センターの

目

修繕に関し当課の実施

標

方針を定めるなど
事業

未

区分 □ 自治事務  

来

 □ 法定受託   

に

□ その他
今後の方向

つ

性 □ 縮小　□ 改善

な

、適宜適切な対応がで

ぐ

きた。施設利用者につ

人

いては、引き続き利用

材

者が快適に使用できる

を

よう施設内環境を整え

育

（改善措置等）□ 休

む

止　□ 終了 、市民活

ま

動等の活性化及びさら

ち

なる利用者数の増加に

要

努める。センター運営

施

委員会については、建

策

設的な議論が
計画対象

の

■ 実施計画査定対象

目

  □ 行政改革対象

的

 
□ 廃止　　　　 

誰

でき、生涯学習センタ

も

ーの運営についてより

が

焦点をあてて会議を行

生

えるよう努力する。

※

涯

決算額については、端

を

数処理により、他資料

通

の決算額と差異が生じ

じ

ている場合もあります

て

。

、いつでも、どこでも自由に学び、その成果を生かすことができる環境と、青少年が健やかに育つ環境を整えること。

施策の方向 学習環境の整備・充実

包括管理委託の導入により施設管理及び修繕が的確に行われるようになった。
■ 計画どおり   

令和　５年度 空調の故障により施設運営に影響がみられたため、今後は計画的なメンテナンスに努める。
□ 遅延         

の評価 　
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 各施設が建設から数十年が経過し老朽化による設備の修繕が多くなっているため、大規模改修や空調整備を計画的に行っていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　  

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

3 頁

No. 事務事

令

業名 活動内容 コスト（

和

事業費：千円）

生涯学

 

習センター管理事業 令

5

和　４年度 令和　５年

年

度 令和　５年度 令和　

度

６年度 令和　４年度 令

　

和　５年度 令和　５年

　

度 令和　６年度
活動指

事

標名 単位
実績 計画 実績

務

計画 決算 当初予算 決算

事

当初予算
全体事業概要

業

①
施設管理に係る委託

評

業務 件 7 2 2 1
開館2

価

7年目を迎え、施設設

表

備や各種機材の部品消

（

耗に の集約化（指定管

個

理の検
よる不具合や破

票

損が発生しており、有

）

料貸館施設とし 討を含

課

む） 130,217 5

名

1,689 49,83

教

5 82,259
て、利

育

用者のサービスの低下

推

を招かぬよう、また利

進

用
②

施設の利用者数 人

部

73,361 100,

生

000 78,043 1

涯

00,000
者の案心

学

・安全が確保できるよ

習

う修繕や予防保全をで

課

きるかぎり実施し、事

作

務の効率化、経常経費

成

の削減を 令和　７年度

日

の優先度
図っていく。

令

③
生涯学習センター運

和

営委 回 2 2 2 2
5 員会

　

　□ Ａ　　　 □ 

６

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

年

　 □ Ｄ　

施設管理

　

に係る委託業務の集約

８

化及び生涯学習センタ

月

ー運営委員会開催回数

　

ともに目標を達成した

１

一方で、施設
■ 計画

日

どおり   
令和　５


